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この講演で最初にお話しすることは、情報に対する需要は一貫したものであるかもしれませんが、
空間的に見ても時間的に見ても、情報の供給にはかなりの変化があるということです。「情報」とい
う言葉は、比較的生のデータを意味します。私か他の場所で「調理」と呼んだような過程をとおし
て、知識と呼ばれるようなものにはまだ処理されず、精緻なものにはされていないそうしたデータで
す≒ い わゆる「情報社会」である今日、私たちはあまりにも多くの情報を取り扱うのに慣れてし
まっています（TMI, つ まりあまりにも多 くの情報（too much information）という言葉を略記したTMI
という単語の最初の使用例は、2005 年になります）。より正確に言うと、私たちは情報の過多と
いうこうした状況にーあまりにも強く―'匿れ親しんでいます。しかし、そうした状況に取り組むこと
や、それに自らを順応させていくことには、ますます困難を見出すようになっています。多くの人々
は、「情報への不安」と呼ばれているようなことに、明らかに悩まされていまず≒40 年以上前にア
ルヴィン・トフラーは、こうした不安をより広いコンテクストにおいて、私たちの時代の病弊として
描きました。「五感への砲撃」から「情報の過負荷」にわたる変化によって圧倒されているという感
覚を彼は「未来の衝撃」と呼びました几
I
このような比喩的な言い回しは、「あまりにも多くの情報」と格闘する私たちの経験を生き生きと
示しています。社会学者であるマニュエル・カステルは私たちの現在の状況を「知識が十分すぎるこ
とへの不安」と呼んでいます。
（他ならぬフランシス・ペイコンが用いた）昔ながらの言い回しを用いるなら、私たちは消化する
ことのできる以上の情報を詰め込んでいて、それゆえ「満腹」に苦しんでいるということになりま
ず七 不安な消費者という見方にたてば、溺れるという喩えがより適切にさえ思えます。書物を読む
と、私たちは「データの氾濫」、さらには「文明社会の岸辺に殺到する」「データの津波」というよう
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な言葉に出会います呪 別の論者は「データのスモッグ」「データによる窒息」というような言葉 を
語っています‰ 私たちはまた（オックスフォード英語辞典によれば1964 年に初めて使用され力）
「情報の爆発」、あるいは「情報爆弾」という言葉にも出会います≒ また「過負荷」という喩えも用
いられています。この言葉は、20 世紀の間には、あるいは現在も電気回路などについて使用されて
いるものですが、1970 年までには情報に関してももちいられるようになっています≒
こうしたドラマティックな比喩的な言い回しに魅きつけるものがあることには、正当な理由があ り
ます。例として、過去半世紀における書籍数の上昇を取り上げてみましょう。ユネスコの年次統計書
にしたがうと、1960 年には世界中で33 万2 千冊が出版されました。ところが、1990 年までにその数
は84 万2 千冊に増加しました几 学術的な論文の数の増大は、さらにいっそう目を見張るほどのもの
です。ある社会学者は、1963 年に5 万点の科学雑誌が600 万点の論文を生みだしていて、その数は
「年毎に少なくとも50 万点ずつ」増加していることを明らかにしました"°o 1969 年のある調査は、物
理学について出版・刊行されたものは、8 年毎に倍増していることを示しました。社会学ではその数
は、1954 年から1965 年にかけて3 年毎に倍増したとされていまず七 別の見積もりでは、1980 年代
後半には、「10 万点ほどの科学的な論文が主要な学問分野ごとに毎年刊行されて」いました几 研 究
機関もまたその数を増加させています。 2009年に刊行された『研究機関要覧』の第37 版はほぼ1 万6
千に近い数の機関を挙げています。
もちろんあらゆることのなかで最も目を見張らせるものは、デジタルデータの拡大です。最近の
『ワシントン・ポスト』の見積もりにしたがえば、7 百万頁という驚くべき数が毎日ウェブには加え
られています。デジタルデータは最近ではしばしばエグザバイト（100 京バイトあるいは10 億ギ ガ
バイト）で計算されるようになっています。人類は2005 年には150 エグサバイトのデータを生み出
したと見積もられています。「市場調査会社である国際データ社（IDc ）の2008 年の調査にしたがえ
ば、1200 エクサバイトのデジタルデータが今年は生み出されるだろう」とされていました几
重要なことは、アメリカの博識な学者であるハーバート・サイモンが「豊富な情報は注意の欠如 を
生みだす」という警句をとおして述べたようなことです111．「注意経済」と呼ばれる経済学の新しい分
野が発展するようになったのは、こうした指摘を受けてのことです。政治の問題に話を転ずると、9
・n の最悪の事態が情報機関の警告にも関わらず前もって探知されなかった一つの理由は、事件
を予測したいくつかの警告がデータの洪水のなかに溺れていてしまったからです。当時コンドリーザ
・ライス国務長官が指摘したように、「諜報システムの中では多くの風評が流れて」いました1151。最近
あるコメンテーターは、情報が多すぎると「インプットのある程度の段階で」「ストレス、混乱、そ
して無知をさえ」生み出すと書いています。クリントン大統領の言葉を引用すると、「理解し、内容
を把握する能力という点からは、人々の心の中に、あまりに多くの材料が詰まってしまうのは、彼ら
に与えられるものがあまりに少な過ぎるのとまったく同じようによくないという危険がある」ので
す‰
そうした危険がどの程度重大なのかを述べるのは、ここでは難しい問題です。私たちは、情報を入
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手し、利用する可能性が増大したことが必ず不安や混乱につながると思い込むべきではないでしょ
う。どのような情報を注目すべきものとして選び出すのかということをとおして、自らの身を守り、
状況に適応していくことは可能です。情報の爆発的な増大がどのような問題を生み出すかは、実証的
な？研究の課題とされていくべきでしょう。
Ⅱ
同じように、私たちは、歴史家たちにはそうした傾向がありますが、ことの新しさをドラマティソ
クに強調する主張には疑いを抱くべきです。少なくとも長い目で専門家から見れば、このような主張
はしばしば誇張されたもののように思われるからです。
ある印刷史の歴史家は1966 年にそのことを指摘していますが、グーテンベルク型の活版（可動活
字）の発明とともに始まるとしばしば考えられている近世の時期において、ヨーロッパではすでに情
報の「過負荷」という感覚がありました。彼女の指摘は、37 年後のr ジャーナル・オブ・ザ・ヒス
トリー・オブ・アイディアズ』の特別号で取り上げられました几
西洋の歴史において、書籍が豊富なことへの苦惰はすでに古代においても時おり示されていたのが
わかります。旧約聖書のなかには、「多くの知の中に悲しみがある。知を増すものは、また悲しみも
増す。」という言葉や、「書物を作ることは尽きることはない」という言葉がありまず≒ 紀元1 世紀
にローマの哲学者のセネカは、「書物が豊富なことは物事への関心を散漫にする」（distringit　librorummultitudo
）と断言しました。この見解は、前に引用したハーバート・サイモンの「注意の欠如」とい
う指摘と対比されてもよいでしょう几
このような種類の見解は、印刷された書物がさらにいっそうその数を増していった16 世紀に多く
みられるようになりました。イタリアの著作家であるアントン・フランチェスコ・ドーニは1550 年
にすでに「あまりにも多くの書物があって、そのタイトルを読む時間さえない」ことを嘆いていまし
た。シャン・カルヅアンにしたがえば、書物は、その中で読者が道に迷ってしまうことがある「森」
であるとされました。書物は読者が航海しなければならない「海」、あるいは溺れさせられないよう
にするのが困難な印刷物の「洪水」であるともされました‰ この森や海の喩えはもちろん定型的な
表現ですが、定型的表現というのはつねにそうであるように、経験を生き生きと表現したものです。
「書物の秩序」（ordo librorum）という言葉を作り出したスイスの人文学者コンラート・ゲスナーは、
また書物の無秩序も自覚していて、実際には「書物の混乱したいまいましいほどの無数さ」（c明fusaet noxia ilia
librorum multitudo）を嘆いていました‰
一つの版ごとの発行部数は500 部程度であろうという控えめな見積もりにしたがえば、約1 億人の
人口のいたヨーロッパで1500 年までに流通していた書物の部数は、1300 万部ほどであっただろうと
いうことになります。 1500年から1750 年の間には非常に多くの書物が刊行されていたので、書物の
歴史の研究者は総計を計算することができませんし、すすんでしようともしていません（15 世紀当
時の発行部数をもちいれば、その総計は1 億3 千万点あたりであったことになりますが、実際には発
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行部数自体が急速に増大していました）。
とりわけ19 世紀初めに印刷に蒸気圧が使用されるようになり、ボロから作られていた紙が木のパ
ルプから作られたより安価な紙におきかえられるようになると、流通する書物の数が増加し続けるよ
引 こなったことは明らかです。しかしながら、情報の中に溺れるという（主観的だが集団的な）経験
が、この5 世紀ほどの間にきわめて大きく変化したかは定かではありません。結局のところ、一人の
個人は一生の間に限られた数の書物しか読むことはできません。せいぜいのところ1 万5 千冊くらい
だといってよいでしょう。（50 年間一年に300 冊を読むと仮定した場合です）。そのような個人 に
とっては、流通している書物の数が1 万点だろうが、100 万点だろうが、1 億点だろうが、それは た
いして重要な問題ではないでしょう。
Ⅲ
書 物 の 出 版 の 問 題 か ら知 識 一 般 の こ と に 問 題 を 移 す と、 最 近 あ る 著作 家 は 「氷 河期 に情 報 の 激 増 」
が 生 じ た とす ら 極 言 し て い ます‰ そ れ以 前 の 時 代 と比 較 す る と、 そ の 当 時 に は より 多 く の情 報 が 手
に 入 る よう にな っ た と言 え ます 。 と は 言 う も の の 、 人 類 の 歴 史 の 大 半 にお い て問 題 は、 情 報 が 多 す ぎ
る とい う こ とで は な く、 す で に も ち い たTMI に対 し てTLI 、「あ まり に も少 な い 情 報」（too little infor-mation
） の 略 で す が 、 そ う し た 言葉 で 呼 んで よい 問 題 で し た。 ヨ ーロ ッ パ の 場 合 、 情 報 が 少 な す ぎ る
と い う 経 験 が 、 情 報 が 多 す ぎる とい う経 験 へ と移 行 す る のが 見 ら れ たの は、 中世 の後 期 で し た 。 こ う
し た 移 行 が 東 ア ジ ア で い つ 起 き た か は私 に は わか り ませ ん。 ど な た か後 で こ の こ と につ い て の 知 識 を
私 に 教 え て い た だ け れ ば と 思い ま す。
こ こ で 話 を 初 期 中 世 の ヨ ーロ ッ パ にお ける 知 識 とい う問 題 に転 じ まし ょう 。 そ の こ と には い くば く
か の 不安 もあ り ます 。 とい う の は、 そ の時 代 の知 識 につ い て の 私 自 身の 知 識 は 、 そ う し た こ と につ い
て お 話 し す る こ と に ふ さ わ しい ほ ど広 く は ない か らで す 。 しか し なが ら 、 西 暦800 年 を前 後 と す る 時
期 は 、情 報 の 少 な さ を 眺 め る 窓 を提 供し て く れ ます 。 こ の 時 期 は、 欠 け 落 ち た部 分 もあ り ます が、 当
時 の知 識 の状 況 に つい て の一 定 の理 解 を研 究 者 に与 え て く れる の に十 分 な 史 料 が 備 わっ て い ます。
初期 中 世 を 欠 け てい た点 か ら見 る の は 容 易 な こ とで す が 、 誤 解 を招 く 恐 れが あ り ま す‰ こ の時 代
の文 化 は、 主 と し て口 承的 な も ので あ っ て 、 そ れ につ い て は 今 日で は ほ とん ど知 ら れ て い ませ んし 、
知 る こ と もで き ま せ ん。 こ の時 代 に は文 字 を 媒 体 とし た 文 化 に関 し て は 、 重 大 な 後 退 が あ り ま し た 。
た と え ば読 み書 き の 能力 は衰 退 し まし た。 ロ ーマ 帝 国 の 崩 壊 、 そ し て 西 ヨ ー ロ ッ パ と ビ ザ ン チ ウ ム の
結 びつ き を断 っ た イ ス ラ ー ムの 興 隆 にし たが っ て 、 知 識 の 行 き来 の 水 準 は 縮 小 し まし た。 都 市 は衰 退
し、 地方 の修 道 院が 学 問 の新 し い 中 心 地~ とい う よ り む し ろ 孤 島 にー な り まし た。
と も か く も、 異 教 的 な知 識 と み な さ れ た ギ リ シ ア やロ ー マ の 知 識 は 軽 ん じ ら れ 、捨 て 去 ら れ ま し
た。 一 つ の出 来 事 を象 徴 的 なこ と とし て 取 り 上 げ て よ い か もし れ ませ ん 。8 世 紀 に 、 教 皇 グ レ ゴリ ウ
ス の 『モ ラリ ア』 の写 本 は 、 リ ヴ ィウ ス の 写 本 が 消 さ れ 、 そ の 上 に 書 が れ ま し た （現 在 で は そ れは ヴ
エロ ー ナで 見 る こ とが で き ます ）。 ギ リ シ ア 語 の知 識 は 失 わ れ、 そ れ と と も に、 医 学 的 な 知 識 を含 む
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その他の種類の知識も失われました≒ また西暦500 年から1000 年の間の数世紀は、「ヨーロッパの
算術の暗黒時代」と呼ばれてきました‰ ケルンのラギンボルド（レジナルド）とリエージュのラド
ルフ（ラルフ）の間に交わされた11 世紀の往復書簡で、この二人の学者はボエティウスが使った三
角形の「内角」という言葉の意味について問答しています。ある代表的な中世の研究者は、このこと
は「その時代が直面していた途方もない科学的無知を強く思い起させるものである」と記しまし
た≒
知識は、あるいは学問さえもが、書物だけに限定されていたわけではあ りませんが、初期中世の
ヨーロッパに流通していたテキストの数の少なさは、現代の読者にはショックを与えるものでしょ
う。比較的大きな図書館においてすらわずか400 冊程度、あるいはそれよりも少ない数の書物しか所
蔵していない世界というものを想像してみましょう。9 世紀に、ライヒエナウの修道院は415 冊を所
蔵していて、これに対してザンクト・ガレンの修道院は395 冊を所蔵していました。イギリスでは
ノーサンブリアの修道院で働いていた歴史家のベーダは特権に恵まれていました。というのは、彼は
「300 冊を超える書物を利用できた」からです≒
私的な蔵書ははるかに小さなものでした。貴族であったフリウリのエベラールと彼の妻であるギゼ
ラは遺言で60 冊の書物を残しました。ブールジュの大司教のウルフアは31 冊を所有していました。
司教ディトは20 冊をランの司教座教会図書室に寄贈しました‰ 学問のもっとも重要な中心地の多く
は、田舎に位置していた修道院にあったので、修道院間の「相互貸出サーヴィス」と呼んでよいよう
なものを組織することが試みられたにも関わらず、書物へのアクセスはより困難にされていました。
こうした状況においては、遅読の習慣と、それに結びついて熟考の習慣が発達しました。読者は書物
の多くの節をそらんじていました。　トマス・アクイナスは、たった1 冊だけの書物を読んだ人を恐れ
ている（Tiineo hominem unius libri)と述べたとされています、彼が、論争の存在を知らない人間の自
信への批判を意図していたのか、あるいは一つのテキストを極めた人間を称賛しようとしたのかはわ
かりません。
この時期の手紙（たとえばラバヌス・マウルス、ヴェローナのラテリウス、フェリエールのルプス
の書簡）は、書物が稀少であることや、それらを捜し出し書き写すことに定期的にふれています。た
とえば、フルダの修道院長であったラバヌスヘ出された、あるいは彼から出された現存する59 通の
手紙のうち8 通が書物のことに言及しています。その中にはリジューの司教であるフレクルフスから
の書物の不足への嘆きも含まれています‰ さらに、修道僧であり、司教であり、また書物の収集家
であったヴェローナのラテリウスの書簡も、書物を送ったり、求めたりして、定期的に書物のことに
言及しています。ラテン語の古典とキリスト教父たちの書物のことがもっともしばしば言及されてい
ますが、彼はまた医学についてのテキストも探しています≒
比較的十分な史料のある事例研究として、パリ南東の修道院であるフェリエールの修道院長ルプス
（805 ～862 年頃）をここでは取り上げるとよいでしょう。学者であった彼は、その当時の他の3 人の
学者、彼のがっての師であったラバヌス・マウルス、シャルルマーニュの宮廷に仕え皇帝の伝記を書
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いたアインハルト、ランスの大司教であったヒンクマールと親密でした。 829年から862 年の間 に書
かれたルプスの133 通の手紙が残されていて、それらはしばしば書物の貸借や転写に言及して いま
す几 たとえばある機会にはルプスはしばしば彼がもっていた（あるいは修道院にあった）写本 を訂
正するためにアインハルトから書物を借りていて、その書物の返却が遅れていることを弁明していま
す。ルプスは自分用の写本がまだ出来上かっていないことに不満をもらしながら、もし「院長（ラバ
ヌス）が手元に置き続けていなかったなら、私はアウルス・ゲッリウスの本をあなたに送り返し てい
たでしょう。この件に関しては、院長はあなたに手紙を書いて、彼がその本を無理やり私からとって
しまったことをあなたに伝えてくれると言っています」という手紙を書いていました。
別の文通相手に対してルプスは、「多くの人があなたの要望した書物を熱心に手に入れたがっ てい
る。しかし、彼らには貸し出されるべきではない。それゆえ私はその書物が紛失することのない よう
に、どこかに持ち去ろうと決める寸前だった」と書いています。教皇ベネディクト3 世への手紙では
ルプスは、キケロ、クインティリアヌス、およびローマの文法学者であるドナトゥスのテキスト の写
本の人手を援助してくれるよう依頼し、ヒエロニュムスのテキストを返却することを約束していま
す。また別の知り合いに対してルプスは、「サッルスティウスの『カティリーナ戦記』と『ユグルタ
戦記』、（キケロの）『ウェッレース弾劾演説』、そしてあなたの知る限りで、私たちが誤ったテキスト
でしか持っていないか、またはテキストもまったくない他の書物」を求める手紙を書いています。ヒ
ンクマールに対しては、「私はあなたにベーダの『集成』を送るのは心配だった。というのは、その
書物は非常に厚いので身に着けて隠すことはできないし、簡単に鞄に入れることもできない。　・　‥
必ずや書物の美しさにひきつけられるだろう盗人の襲撃を恐れる必要があるだろう。」と伝えてい ま
した≒ 手紙の最後で指摘されていることは、書物が珍しいものであった時代は、西洋の伝統の中で
最も美しいいくつかの書物が出された時代でもあったということを私たちに思い起こさせます。その
ことは『ケルズの書』や『リンディスファーンの福音書』といった装飾写本に示されています。こう
したことが同時に生じたことはけっして偶然ではありませんでした。というのは、書物は極めて高価
貴重であったので、その仕事を完成するのに長い年月を要する価値があり、くわえてそれらの装飾に
高価な材料がもちいられる価値があったからです。
書物が稀少であったというこうした状況は、中世がすすむにつれて、交易、都市、大学の勃興に
よって変化していきました。パリやオックフォードのようないくつかの都市では、多くの図書館が生
まれました。そうした図書館は様々な修道院や大学に置かれました。 12世紀以降は、とりわけ14 世
紀、15 世紀の西洋では、しばしば商業的な写字室において生み出された手写本の数は劇的に増大し
ました。やや誇張となりますが、個人の修道僧が個々のテキストを写していた以前の時代とは対照的
に この当時に口述筆記をおこなう写字生のグループによって手写本の「大量生産」があったといっ
てもさしつかえないでしょう。たとえばドイツでは、11 世紀から63,711 点の手写本が残されていま
すが、12 世紀からはその数 の2 倍 の127,066 点とな り、13 世紀には163,853 点、14 世紀から は278,016
点、15 世紀からは910,000 点となっていますへ
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書物の読者たちは、稀少であった書物が過剰なものとなっていった変化に対応しようと試みまし
た。 12世紀のパリの学者ペトルスは「コメストル（大食い）」というあだ名を得ることになりまし
た。というのは、彼は書物をむさぽり読んだとされたからです。しかし、間もなくむさぼることもで
きないほどの数の書物が現れます。 1225年には、すでにドミニコ会の托鉢修道士であるヴァンサン
・ド・ボーヴェは「書物の無数さ、時間の短さ、そして記憶の失われやすさ」を嘆いていました≒
こうした無数さに対処するために、中世後期においては様々な手段が発展することになりました。と
りわけ四つの手段、百科事典、集成、概要・抄録、アルファベット順の索引という四つの手段です。
（以下その四つについて簡単に話をします）
12 世紀と13 世紀は新しい百科事典が編纂された時代でした。その中には、サン・ヅイクトル修道
院のフーゴーによる『ディダスカリコン』、ラドルフス・アルデンスの『世界の鑑』、そして著者の書
物の数の無数さへの嘆きを今ここで引用したばかりの、最も有名なヴァンサン・ド・ボーヅエの『大
いなる鑑』があります≒ ペトルス・ロンバルドゥスによる有名な『4 巻の命題集』もまた神学の百
科事典として分類されてもよいでしょう。というのは、それは聖書の章句を編纂して命題ごとにまと
め、教父や他の権威による注釈と結びつけたものだったからです。この『4 巻の命題集』はまた最
初の集成としても分類されてきました。
有名なトマス・アクイナスの『神学大全』は、一つの問題についてのすべての重要な情報や議論を
一緒に集めることによって問題を「要約する」ことを試みた一連の13 世紀の書物の中で、最も有名
な著作であるに過ぎません。アレクサンデル・ハレシウスとアルベルトゥス・マグヌスもトマス・ア
クイナス以前に神学の集成を公刊しました。一方他の集成が公証人に向けて（ロランディノ・ティ ー
パサジェリの『公証術大全』が）、法律家に向けて（スーサのエンリコ＝‘ホスティエ ンシス’の
『黄金のスンマ』が）作られ、そしてやや後には説教師向けに（ジョン・ブロムヤードの『説教大
全』が）作られました。
概要や要約の出現もほぼ同じ時でした。有名な例としては、ギルペルトゥス・アングリクスによる
『医学要綱』、アクイナス、ボナヴェントゥーラ、フーゴー・アルゲンティネンシス（すべて托鉢修道
士）による神学概要、ペトルス・アウレオルスによる聖書の概要、ジェノヅアのヨハネス・パルブス
による文法概要（『カトリコン』としても知られています）、ヨハネス・デ・ガルランディアによる錬
金術の概要、そして中世の後半のペトルス・ラヴェンナスによる市民法、教会法の双方の概要があり
ます。
こうした異なった種類の参考書は大量の情報を要約しました。実際、情報の量はきわめて大きかっ
たので、まさに情報を見つけるという目的のために編纂された書物の中においてさえ探している情報
を読者が見出すのはますます困難になりました。したがってこうした案内書自体への案内書の使用
が、増加していくことになります。とりわけアルファベット順の索引です。これは13 世紀にすでに
シトー修道会などが使用していて、「何かをただちに見出す」（statiin invenire）手段として称賛され
ていたものです。これに代わって、書物全体をアルファペット順に整理してもよいわけです。13 世
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紀のパルブスの『カトリコン』の場合のようにです。そして西洋世界以外での例を引くならば、『ス
イダス』（『スーダ辞典』）として知られる10 世紀のビザンチンの百科事典がそうしたものの例となり
戦争の歴史においては、攻撃と防御の方法が交互に改善されていきます。同じように、知識の歴史
は、情報を整理するためのより高度な試みが、新しいデータの波の中に次々にとって代 わられ なが
ら、たえず続けられていることを示しています。量的に言うならば、21 世紀における知識の過 剰は
これまでとは比較されえないほどのものです。しかし、過剰な情報に囲まれるという体験は長い 間読
者を苛んできたものですし、ずっと嘆きの種でもありっづけていたものです。ともあれ、歴史の記録
が示していることは、少なくともヨーロッパにおいては、情報が少なすぎることへの嘆きは、ほとん
ど息つくあいまもない短い間に、情報が多すぎるという嘆きにとって代わられるようになったという
ことです。
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化と歴史」における講演の配布資料を翻訳したものである。
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